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幼若ホルモン様物質が生糸の節 に及ぼす影響
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1  1ま  し め  に

単繭重の増大と5齢飼育経過の延長による上荻作業ピー

クの切り崩 し効果をもたらす蚕の幼若ホルモン類縁化合物

メ トプレン (商品名 :マ ンタ)が養蚕農家間に普及しつつ

あるが,最近,一部製糸業関係者から本剤使用繭において

生糸の“節 "力多 く発生する傾向があるとの声が聞かれる。

そこで,筆者らは,こ のF.5題を東北地域共通のものとし

てとらえ,昭和58年度東北地区蚕業試験場協定試験として

とりあげ検討した。参加県は,秋田,岩手 ,山形 ,宮城 ,

福島の 5県であり,予め打ち合わせた大旨,同一条件にお

いて試験を実施 し,多少の知見を得たので発表する。

2試 験 方 法

実施蚕期は春および晩秋蚕の 2蚕期とし, 1～ 4齢は各

県の慣行法によって飼育 し,5齢起蚕時にマンタ散布区 ,

無散布区の 2区を設け,各 2,000頭ずつ供試 し,マ ンタ散

布区は桑付後48～60時間を目途にマンタを蚕体に散布 した。

上族法,族中の管理についても各県の常法とし,収繭後

マンタ無散布繭区と,マ ンタ散布繭,無散布繭を重量比で

半々混合 したマンタ散布繭半量区,及びマンタ散布繭全量

区の 3区 (1区 1,000粒 )を設け,各県の繭検定所におい

て繰糸調査を実施 した。

3試 験 結 果

(1)春 蚕期

稚蚕飼育の形態は福島のみが 1～ 3齢人工飼料飼育で ,

他は桑葉育であった。 5齢桑付月日は,東北南部で 6月

5～ 6日 ,北部では,こ れより4～ 7日遅めとなった。

5齢桑付後からマンタ散布までの時間は短い県で43時間 ,

長い県で61時間日となった。食桑時間はマンタ無散布lXが

5県平均 8日 と 8時間,散布区はこれより21時間程度延長

した。族中の天候出秋田で曇りや雨が多く,そ の他は曇り,

晴れ,雨など変化の多い毎日であらた。上族室内の温度は

秋EB,福島がやや低め,山形がやや高めの平均243Cで あ

り,湿度は岩手 ,福島が50～ 60%と 低 く,山形が81%と 高

めであった。飼育並びに繭質調査の結果,マ ンタ散布区は

無散布区に対して,健蛹歩合が 5県平均で 1%ほ ど低下し

た。しかし繭重 ,繭層重は各々 7%増え 1万頭当たり収繭

量も6%の増加となった。なお,繭層歩合については大差

がなかった。

次に繰糸調査の結果では,繭糸長がマンタ散布繭全量 ,

半量区で増加 ,ちなみにマンタ散布繭全量区と無散布繭区

を比較してみると5県平均で55%増加 した。同様に繭糸

量で87%,繭糸織度で 3%の増加がみられた。解 じょ率

では各区間で傾向はみられず,場所FB3では天候に恵まれな

かった秋田と高温多湿興味となった山形において低めとなっ

た。また,生糸量歩合はマンタ散布繭区が高めの傾向を示

した。なお,絡糸 ,ビス,減耗量は一定の傾向がなかった。

生糸の節への影響は表1,2の とおりであり,小節では各

区間における差異は認められなかった。大節のうち大ずる

節では山形 ,宮城のマンタ繭全量区で多めの数字がみられ

たが,他県においては,区間の差がなかった。中節のうち

大わ節では岩手のマンタ散布繭全量区が少なめ,逆に山形 ,

宮城力多 め,その他力増減なしと三者三様の結果となった。

しかし,小ずる節ではマンタ散布繭区が 4県で多く発生す

る傾向を示 し,大中節全体に占める出現が少なく一定の傾

向はなかった。

次に,大中節点のみから生糸の格付を試みたところ,岩

手は全般に節の発生が多く格付力活 くなり,山形 ,宮城で

は,マ ンタ散布繭全量区で格付が下がった。 5県平均では

マンタ散布繭全量区で格付がやや下がる傾向がみられた。

一

秋IB 器 山形 宮城 福島 平均

小
節
点
鳴

マ散

ン布

夕繭

0%区 943 965 95 5

50%区 95 5

100%区 95 7
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表 : 小節成績
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("晩 秋蚕期

稚蚕飼育はすべて桑葉育であり,5齢桑付月日は
'月

9

～13日 と各県とも比較的接近 し,マ ンタ散布までの時間も

48～ 54時間日と春蚕期に比べ差が少なかった。食桑日数は

無散布区の各県平均で 7日 と19時間,散布区ではこれより

14時間程度延長した。

飼育並びに繭質調査の結果 ,マ ンタ散布繭区は無散布繭

区に対して健蛹歩合が03%劣り,繭重は76%重 くなり,

1万頭当たり収繭量も66%多 く,繭層重も9%重 くなっ

たわ潮 層歩合は差がなく,こ れらは春蚕期と同傾向を示した。

次に繰糸調査の結果では,前記同様に繭糸長が41%長

く繭糸量同59%,繭糸織度同17%と 春蚕期より差が少

ないものの同様増加傾向を示 した。解じょ率には一定の傾

向がなく,生糸量歩合についても春蚕期のような増加傾向

はみられなかった。

生糸の節への影響のうち小節では,区間に差はなくマン

タの影響は認められなかった。大ずる節では出現点数が春

蚕より少なく区間における傾向もなかった。大わ節では春

蚕と同数程度みられ,小ずる節では各県,各区間でばらつ

きがあるものの総体ではマンタ散布繭区に多くみられた。
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一

秋 田 群 山形 宮城 福島 平均

小
節
点
脚

マ散

ン布

夕繭

0%区 95 6 955 97 0 95 7

50%区 94 6

'49
97 0 92 5

'46
100%区 95 5 95 3

表 4 大中節成績
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0%区 1 0 1 0 0 2

0 3 0 0

100%区 2 1 0 0 2

中

節

大

わ

散
布

繭

マ
ン

タ

6 0 0 2

8 0

100%区 6 1 11 8 0

↑
ず

る

散
布

繭

マ
ン

タ

0%区 3 8 0

14 4 9 12 0

100%0 12 10 8 0 43

さ

け

散

布

繭

マ

ン

タ

0%区 0 0 2 4 0 6

50%区 4 0 0 8 0 12

0 8 0

大中節点

合 計 は)

散
布

繭

マ

ン
タ

0%区 8 12 0

50%区 0

糸  格

散
布

繭

マ

ン
タ

0%区 4A 5A 4A 5A 5A 5A

4A 5A 4A 4A 3A

糸格は春蚕と同様マンタ散布繭全量区で下がる傾向がみら

れた。

4 考     察

幼若ホルモン類縁化合物 (メ トプレン)が蚕児の成長や

繭質に与える影響についての報告は数多くみられ,今回の

試験結果はそれらとはぼ同様の傾向を示した。

また,梨質に関する報告は少なく,釜田らの報告つでは,

繭層練減率,繭層フィブロインのアミノ酸組成に何ら影響

を与えないとしている。一方,丸山ダ)は 繭層練減率が増

加する場合があると報告 しており,不透明な部分が多い。

今回,小節への影響はみられず ,大中節 ,特 に小する節

の増加傾向がみられたが,その原因が繭質物の組成変化に

よるものか,繭の体積差から生ずる煮えむらによるものか ,

また他の要因によるものかについては確認できず,今後追

求したい。

養蚕農家におけるマンタの普及率は福島県の場合,総掃

立数量の82%程度と少なく,現状における問題は少ない

と思われる。
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